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私たちは、モデル脊椎動物ゼブラフィッシュを⽤いてトランスポゾンを⽤いた遺伝⼦トラップ法を
実施し、特定の神経細胞で酵⺟転写因⼦Gal4を発現するトランスジェニックゼブラフィッシュを
⼤規模に作製しています。それを基にして、脳神経活動のカルシウムイメージング法、光遺伝学・
分⼦⽣物学に基づいた神経機能操作法を駆使して、動物の複雑で多様な⾏動を作り出す脳の働きの
基本原理を理解することを⽬指しています。またCRISPR/Cas9法によるノックイン法の改良等に
も挑戦しています。

研究テーマ︓動物の⾏動を⽣み出す脳のはたらきを理解する

体⻑約4cm、インド原
産の⼩型の熱帯⿂。
約２万６千個の遺伝⼦
の約70%はヒトと共通
している。

透明な胚。速い発⽣過
程。受精後５⽇⽬で⾃
発的な摂餌を始める。
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